
しい元号「令和」で新しい

時代が始まりました。

　予告され、そうなんだとわかって

いた出来事ですが、それでもなんと

なく気分が改められて、すっと背筋

の伸びるような気持ちで迎えていま

す。先月までの「平成」には多くの

思いがありますが、思い出として振

り返るにはまだ、あまりにも身近す

ぎます。

　古いビルから新しいビルへ建ち替

わり、通りの名前は変わらなくても

街並みが変わっていくのを目の当た

りにする昨今です。特に東京の都心

部は、日々変わっています。

　先日、仕事を終えて帰宅する際、

早春の陽気に誘われたせいか、いつ

もの地下鉄へのエスカレーターを横

目に、１階のドアから外へ歩き出ま

した。その日は土曜日だったことも

あって、夕方の大手町を歩く人はま

ばらでした。

　人の少ない静かな大手町も不思議

な感じでしたが、そのビルを出て1

本目の道を曲がると、予想外に広い

空間が現れました。法定緑地なのだ

と思いますが、車道とは隔離されて

いて、ビルとビルの間の懐（ふとこ

ろ）のような感じの中庭は不思議な

掃のロボットはいろいろと開発され

てきているのに、窓はまだまだ。窓

こそ安全面からもニーズは多いよう

に思います。

　あるいは、汚れがつきにくいよう

なコーティングが施されているのか

もしれません。人手不足を補う知恵

は、今後ますます価値が増していく

でしょう。

　窓清掃といえば先日、駅のそばの

コンビニの入口で、傘を差し出して

くれる警備員さんと出会いました。

　雨でもないのに不思議な光景だと

思って見上げると、そのビルの上の

ほうで窓掃除が行われていました。

まさにロープ１本でつられ、崖を登

るロッククライミングのようでし

た。

　水や洗剤を大量に使っているわけ

ではないのですが、傘は少なからず

落ちてくる水分を心配しての配慮な

のだとわかりました。駅前ですから、

コンビニに入る人出る人はかなりの

数です。休むことなくテキパキと傘

を差し出して、わずかな落下水分か

ら利用者を守ってくれていました。

　そういえば以前、窓清掃の人は山

登りをしている人が多いと聞いたこ

とがあります。窓に限らず、装飾や

オブジェの清掃、点検など、高所で

の作業は、特殊能力が求められる場

合があります。

　不安定な足場や不規則な風の影

響、平衡感覚、高所への適応など、

慣れない場所で慣れない人が行うに

空間でした。

　私のほかには誰もいません。中庭

を横切りながら、知らないところへ

迷い込んだ「アリス」のよう、振り

返ったらすべてが消えてしまうかも

……なんて考えると、ゾクッとしま

した。そんなことはないとわかって

いても、振り返るのは少し怖かった

ので空を見上げてみました。

　高くそびえるビルの、ガラス張り

の壁面に夕日と雲が映り込み、乱反

射していました。美しい、トワイラ

イトゾーンはほんのわずかな時間で

したが、都会の真ん中でもらったご

褒美でした。

　これほどきれいに夕景を映すガラ

ス窓は、定期的に清掃されているの

でしょう。窓ガラスの清掃は、いま

でもまだまだ人力が中心です。床清

Vol.23 窓ガラスが映し出すもの

新

高層ビル群の間で　　　　　
思いがけない夕景に遭遇

　その対極の例として、オランダに

住む知人から聞いた話によると、ア

ムステルダムでは競うように、窓辺

には色とりどりの花を飾り、窓ガラ

スは曇らないように毎日拭くのだそ

うです。窓が汚れていると、ご近所

から苦情が来るとも。驚きです。

　スイスも窓へのこだわりは強いよ

うです。スイスの住宅は、家具付き

で貸し出されるのが一般的です。ダ

イニングテーブルも食器棚もクロー

ゼットもベッドも、部屋に、家に付

属しています。身の回りのものだけ

ですぐに住めるメリットがある反

面、その家具を使わなければならな

いデメリットもあります。いわば家

具全般が借り物なので、窓周辺が唯

一自己主張できる場所となるようで

す。ただし、休日に掃除してはいけ

ないとも聞きました。

　そうそう、ニューヨークのアパー

トでは、ときどき窓清掃のお知らせ

があり、ゴンドラが降りてきていた

ことを思い出しました。窓の外側に

は手が届かないつくりでしたので、

個々にはどうすることもできない環

境でした。汚れを気にする人も少な

いような忙しい街でしたので、「窓

掃除があるんだ！」と新鮮な驚きが

ありました。

＊　　　＊　　　＊

　いよいよ令和元年のスタートで

す。最長 10日もある今年ＧＷ、そ

のうち1日くらい、自宅の窓掃除を

して過ごしてみてはいかがですか。

きれいになった窓ガラス越しに、新

鮮な驚きがあるかもしれません。
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はあまりにもリスクが高い、だから

そういう場所に馴染みがある人に技

術を身につけてもらったほうが手っ

取り早いのかもしれません。

　私自身は高所恐怖症ですので、高

いところは苦手です。高いところで

は上半身と下半身が分かれてしまう

ような、ジェットコースターで急降

下するときと同じふわふわ感を感じ

ます。これでは仕事にはなりません。

　飛行機の中で働いていたので、高

所恐怖症だとはにわかに信じても

らえません。飛行機の巡航高度は

33,000フィート、約10,000メー

トル＝10キロです。

　地表がはるか下にある状況では、

恐怖は感じません。歩く人や動く車

などがはっきりと認識できる高さが

もっとも恐ろしい高さです。離着陸

時がそれに当たりますが、幸いにも

乗務のときは仕事に集中していて高

さを認識する暇がありませんでし

た。よき乗務員でした。

　そして、窓ガラスの汚れに対して

の意識は国によってかなり違います。

　あくまでも私の感覚ですが、日本

の生活は永らく障子や襖（ふすま）、

磨りガラスに囲まれたものだったか

らか、窓を含め「仕切り」のとらえ

方が独特のような気がします。仕切

りは目隠しの意味合いが強くて、き

れいにして向こう側がよく見えるよ

うにという発想は、持ち合わせてい

ないように思います。
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